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はしがき 

 

この報告書は、新領域研究センターにおける「ロシアとベトナムへの直接

投資と資本財市場の誕生」研究会（平成１９年度から平成２０年度）の初年

度の成果である。 

 平成１９年度は、情報の少ないロシアを重点的に調査した。調査は、関連

文献調査、国内におけるヒアリングと現地調査という方法で実施した。 

ヒアリングに講師としてご協力下さった森和男氏（栃木県産業技術センタ

ー所長）、リアボフ オレグ 氏（Dr. Oleg Ryabov）( 産業総合研究所主任

研究員)、菅原信夫氏（（有）菅原アソシエーツ代表取締役）には、ここに記

して深く感謝の意を表する。 

また、現地調査では多くの方々にご協力頂いたことを改めて感謝するもの

である。 

 
研究会は、 

主査 水野 順子（独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所新領

域研究センター長） 

幹事 石田 暁恵（独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所新領

域研究センター非常勤嘱託員） 

委員 伊東 誼（東京工業大学名誉教授、神奈川工科大学客員教授） 

委員 八賀 聰一（社団法人 日本工作機械工業会事務局長） 

委員 八幡 成美（法政大学キャリアデザイン学部教授） 

委員 清水 伸二（上智大学理工学部機械工学科教授） 

委員 坂口 泉（社団法人 ロシアＮＩＳ貿易会ロシアＮＩＳ経済研究所

次長） 

で構成された。 

２００８年３月１０日 

編者 
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